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第２問 

問１  

    
 
 
問２ 

 
 
問３ 

 
 
  理由 金属棒①を動かす際，外力のする仕事と重力のする仕事が回路に加わるため，回路で消費される電

力は増加する。 
 (または，磁場が貫く部分の減少に伴い，電池と同じ方向に金属棒①に誘導起電力が生じるため， 
   回路に流れる電流が大きくなり，回路の消費電力は大きくなる。) 
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第３問 

問１  

 
 
 

                     問題文にある体積は
a
1
になった。という文は

a
1
〔倍〕となっ

たとして，解答にあたった。 
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    どのように動くか述べよ。b が大きくなると，圧力 3p は小さくなり，体積 3V は大きくなる。 
    この変化において，状態Ｚは，上図のＺ→Ｓの等温曲線上を動き，状態Ｚから初期状態Ｓまでの等温

変化の部分は小さくなり，やがて状態Ｚは初期状態Ｓに近づく。 
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第４問 

問１                 問２ 

 
 
 
 
問３ 点Ａと点Ｂに含まれる波の数    点Ｅと点 D に含まれる波の数 
 
 
 
 
問４ 経路差               光路差 
 
 
 
 
問５ 21 nn > の場合            21 nn < の場合 

 
 
 
 
問６  
 
 
 
 
  理由 
   経路 1 と経路 2 の光路差と経路 3 と経路 4 の光路差はいずれも同じであるが，点 D の反射において， 

経路 1 と経路 2 の干渉においては固定端反射であるが，経路 3 と経路 4 の干渉においては自由端反射

であるので，経路 1 と経路 2 の干渉条件と経路 3 と経路 4 の干渉条件は逆の関係になるため。 
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